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グネシウムおよびアルミニウムのカチオンで構成される Mg-Al LDH を水熱合成法を用
いて作製し、酸化亜鉛を被覆した電極を構築した。その結果、充放電効率の向上が認め
られ、また、亜鉛粒子形態が充放電後も変化せず保持されることを明らかにしている。




するために、様々な LDH を合成し、LDH 被覆酸化亜鉛電極の電気化学特性を検証して
いる。二価および三価カチオンの組み合わせに着目し、Mg-Al、Mg-Ga、Ni-Al からなる
LDH について検討した結果、イオン伝導性については、Mg-Al > Ni-Al > Mg-Ga の順に
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 第２、第３章では LDH を水熱合成法を用いて作製し、その懸濁液をスピンコーティ
ングすることにより、LDH で被覆された酸化亜鉛電極を作製している。そのため、被
覆が十分ではないところも存在し、反応の不均一性の問題が生じた。そこで、第４章
では、LDH を直接亜鉛電極に成長させることにより、緻密な LDH の被覆を試みている。
アルミニウムイオンを含む水溶液に亜鉛金属を浸漬させ、水熱反応を施すことにより、
亜鉛電極に LDH を直接成長させることに成功した。走査型電子顕微鏡観察により、厚

















































のなかで、イオン伝導性の比較的高い Mg-Al LDH を酸化亜鉛電極に被覆し、そ
の電気化学特性を調べた。その結果、充放電反応の効率が向上し、、アニオン伝
導性イオノマーと同様にデンドライト成長も抑制できることを明確にした。  




 ４．亜鉛電極上に直接 LDH を水熱合成により被覆し、緻密な LDH 亜鉛電極
複合体を作製し、その電気化学特性を調べた。その結果、充放電効率の向上が
認められ、デンドライト成長も抑制できることを明らかにした。  
 ５．亜鉛電極のデンドライト成長と電位振動現象の相関性について検討した。
その結果、カチオン性の界面活性剤を添加したときに、電位振動の振幅が小さ
く、振動時間が長くなることがわかり、そのときにデンドライト成長が抑制さ
れることを明確にした。  
 
以上、本論文は、二次電池用亜鉛負極のデンドライト成長をアニオン伝導性固体電解
質および界面活性剤により抑制できることを基礎的に明らかにし、亜鉛負極を用いる二
次電池の性能向上に資する設計指針を示したもので、学術上、実際上寄与するところが
少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認
める。 また、平成２７年８月２１日、論文内容とそれに関連した事項につい
て試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確
認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、
公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
 
